
 

 

  

日本創生会議座長 増田 寛也 氏 講演会 

 

 日本創生会議座長であり東京大学公共政策大学

院客員教授である増田寛也氏に高知にお越しいた

だき、学生向けの講演会を開催しました。 

 講演会に先立ち、本学地域協働学部の実習先と

して入らせていただいている香南市西川地区の集

落活動センターも訪問いただき、地域協働学部の

取り組みもご覧になっていただきました。 
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域学連携推進部門 
Topic 1. 平成 28 年度 カツオセミナー＆フォーラム 

  黒潮町との連携により運営する日本カツオ学会の活動として、年に 1 回 「カツオセミナー」と「カツオ

フォーラム」を開催しております。本年は「カツオセミナー＆フォーラム」として合同開催いたします。 

 

 「平成２８年度カツオセミナー＆フォーラム」 

  ～カツオ資源の管理方針を考える～ 

 日時：平成 28 年 7 月 16 日（土）13：00～ （１７時頃まで） 

 場所：高知共済会館 

 基調講演 「中西部太平洋におけるカツオ資源の調査研究の現状と今後」 

         神谷 崇 氏   水産庁 増殖資源部 漁業資源課長 

 基調講演 「太平洋沿岸カツオ標識放流共同調査（味の素（株）・国際水研）の最近の進捗」 

① 国際資源管理の国際協力に向けた台湾との協働への展開 

② 最新型ピンガー標識を用いた生態行動の詳細把握と漁業共通インフラ化の検討 

         杉本 信幸 氏  味の素㈱グローバルコミュニケーション部 シニア・マネージャー 

 特別講演 「カツオと和食文化を守る」 ～未来にカツオ資源を残すために～ 

  竹内 太一 氏  土佐料理 司 代表取締役社長 

 総合討論 「カツオ資源の管理方針を考える」 

 

 その他、一般講演や懇親会等も企画し

ています。セミナー＆フォーラムは参加

費無料、懇親会費は５千円になります。

日本カツオ学会員以外でも参加可能で

すので、ご興味ありましたらご参加お願

いいたします。 

 詳細は以下の日本カツオ学会ホーム

ページでも紹介しておりますので、ご参

照いただければ幸いです。 

（http://www.katsuo-gakkai.jp/） 

http://www.katsuo-gakkai.jp/
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産学官民連携推進部門 

Topic 1. 土佐まるごと社中 第 21 回定例会・4 周年記念プレゼン大会 

土佐経済同友会 2016 年度第 2 回定例会 開催報告 

土佐まるごと社中（TMS）第２１回定例会・３周年記念プレゼン大会/土佐経済同友会２０１６年度第２回定

例会を平成２８年６月１１日（土）１４時００分より高知県立大学・高知工科大学永国寺キャンパス地域連携

棟にて開催、１７時３０分より「交流会」を高知城ホールにて開催しました。まず、土佐まるごと社中世話人の

松浦潤氏より土佐まるごと社中の紹介がおこなわれ、引き続いて高知県産業振興推進部副部長 澤田博

睦様より、ココプラについての紹介がおこなわれました。その後、３会場に分かれて１会場辺り８名のプレゼ

ンター、合計２４名がプレゼンを行い、参加者は聞きたい会場へ自由に移動し熱いプレゼンに聞き入ってい

ました。プレゼン大会終了後の大交流会にも、たくさんの方にご参加い 

ただき、活発な意見交換が行われました。 

【参加者数】 土佐まるごと社中（TMS）第２１回定例会・３周年記念 

プレゼン大会：約８０名 交流会：５５名 

 

なお、TMS は毎月、第２水曜日の夜、産学官民の交流活動を実施 

しております。 

Topic 2. ココプライベント情報紹介 

[1] 土佐経済同友会オープン・セミナー 産学官民連携シリーズ（6） 

    「高知でめざすべきマーケティング 基礎理論と応用」 

平成 28 年 7 月 1 日（金） 18：00～20：00 日本銀行 高知支店長 河合祐子 氏 

[2] 第８回シーズ・研究内容紹介 

   「高知県産品の探索・評価 ～ 健康・医療への統合展開－生体効果検証とその応用－」 

平成 28 年 7 月 6 日（水） 18：30～20：00  

高知大学医学部附属病院検査部・病態情報診断学 竹内 啓晃 講師 

[3] 第２回 高知家フューチャーセミナー  

   「第 1 部 テーマ「働き方の未来」、 第 2 部 ワークショップ」 

平成 28 年 7 月 15 日（金） 13：30～17：00  

[4] 第３回経営者トーク 

「地方における職業教育の役割と心の経営」 

平成 28 年 7 月 15 日（金） 18：30～20：00 学校法人 龍馬学園 理事長 佐竹 新市 

 

ココプライベントカレンダー：http://www.kocopla.jp/kouryu/#calendar 

http://www.kocopla.jp/kouryu/%23calendar
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知的財産部門 
Topic 1．高知大学の知財活動が「大学知財活動助成事業」の助成 

対象知財活動に選定されました！ 

一般財団法人工業所有権協力センター（ＩＰＣＣ）が募集していた「大学知財活動助成事業」に、本学か

ら応募した「大学と地域が協働して行う知的財産活用プロジェクトⅡ」が助成対象知財活動に選定されま

した。この助成事業は、昨年度から大学の知財活動に対し必要な資金を助成することで、大学の知財活

動の活性化を図り、ひいては知財立国を通じた我が国の産業・経済の発展に寄与することを目的としたも

ので、昨年度本学は奨励賞対象大学に選定されました。本年度は、２０大学から２１の知財活動について

応募があり、助成対象知財活動１１件、奨励賞対象大学１校が選定されています。 

今後、高知県内での知財セミナーの開催や本学知財と地域ニーズ等とのマッチング等を更に強化して

地域の発展・活性化に活かしていきます。  

 

大学知財活動助成事業選考結果（平成28年度）https://www.ipcc.or.jp/university/result/  

出典：一般財団法人工業所有権協力センターHP（https://www.ipcc.or.jp/university/） 

https://www.ipcc.or.jp/university/
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地方創生の現状と課題、若者が地域で学ぶ意義などについ

て考えるため、6 月 22 日（水）高知大学メディアホールにて、日

本創成会議座長の増田寛也さんをお迎えし、講演会を開催し

ました。 

講演会は社会人師匠講座「シリーズ俺を超えて行け！」第 3

弾も兼ね、地域協働学部をはじめとする学生と社会人の計１２

０名ほどが、「地方消滅を食い止めるために学生への期待～

若者が地域で学ぶ意義～」のテーマで学び、熱心な質疑応答

を行いました。 

地方創生推進部門 
Topic 1．増田寛也氏講演会 開催報告 

地域で活動している学生に対しては、「私自身、岩手県知事を 12 年間するなかで、どれだけ地域の本

音を引き出せたのか忸怩たる思いがある。地域に住む人たちの多様な価値観・本音をきちんと聞くことが

できれば 8 割は成功したようなものだ。住民と学生がともに意識改革をして成長できるように願っている」と

のメッセージがありました。 

質疑応答では、学生から多数の質問があり、その一つ一つに丁寧に答えられ、若者が地域で学ぶ意義

について考えさせられるものとなりました。 

講演では、当日、香南市西川地区で集落活動センターを拠

点に地域住民の方々と学生がともに活動している様子を見学

し、深く感銘を受けたとの話から始まりました。 

その後、高知県の現状に触れ、65 歳以上の人口は 2020

年までは増加傾向が続く一方で、進学や就職などによる 15

歳から 24 歳の若年層の転出超過が継続しているため、本気

になって若者流出を防ぐ事業を進めていくべきだと述べられま

した。そのために地方で講じられる対策として、雇用の場の創

出による地域活性化、「働き方」改革、人工知能（ＡＩ）やＩＣＴを

活用したイノベーション等を積極的に考えていく必要があると

紹介されました。 

西川地区集落活動センターでの意見交換 
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